
被災者の主体的な自立・生活再建を目指して、災害ケースマネジメントを
どのように進めていくか、取組の広がりについて考える

プログラム
（予定）

申し込み

災害時、訪問等のアウトリーチにより被災者の状況を把握し、官民連携の下、多様な課題に対応することで被災者の主体的
な自立・生活再建のプロセスを支援する「災害ケースマネジメント」が各地で進められてきています。
災害ケースマネジメントを各地域で進めていくために、災害ケースマネジメントに関わる様々な立場の方から取組や事例
を伺い、この取組の広がりについて考える機会を設けます。

※オンラインによる参加も可能です。申込みページより選択ください。

災害ケースマネジメントの
概要説明

パネル
ディスカッション

パネリスト

以下URLもしくは、下記載のQRコードよりお申し込みください
https://pro.form-mailer.jp/fms/9ca8118f291670

申込・参加に関する
お問い合わせ

研修内容に関する
お問い合わせ

災害ケースマネジメントに関する地方公共団体及び関係民間団体向け説明会事務局
株式会社ダイナックス都市環境研究所　担当：鈴木、細川、大宮

岡山県　危機管理課防災対策班　担当：目崎

〒105-0003 東京都港区西新橋3－15－12　GGHOUSE　５F
TEL：03-5402-5355　Mail：case-management@dynax-eco.com

TEL：086-226-7293

「災害ケースマネジメントがなぜ必要なのか」
菅野　拓　氏　（大阪公立大学大学院文学研究科 准教授）

佐賀 雅宏 氏 （(福)倉敷市社会福祉協議会 倉敷市真備支え合いセンター長）
大山 知康 氏 （岡山弁護士会 環境保全・災害対策委員会委員）
中村 陽二 氏 （岡山県建築士会 災害対策委員会 委員長）
石原 達也 氏 （(特非)岡山ＮＰＯセンター 代表理事）

令和５年８月21日（月） 13：30～16:00
岡山コンベンションセンター(２階) レセプションホール
（〒700-0024　岡山県岡山市北区駅元町14番1号）

共催 ： 内閣府・岡山県

日 時

会 場

参加
無料

菅野 　拓 氏 （大阪公立大学大学院文学研究科 准教授）ファシリテーター

「西日本豪雨やその後の災害の経験を平時からの体制づくりにどのように活かすか」

・原則公共交通機関でのご来場をお願いいたします
・自家用車、公用車でご来場の場合は、４時間分の駐車サービス券を
   配布いたします （上限有り）
・可能な限り、乗り合わせでのご来場にご協力お願いいたします

申込はこちら

100名定 員
程度

基調講演

新井　大地　氏　(内閣府（防災担当）参事官補佐）


